



































































































































































































B1B2B3B4B5B6B7C1C2C3C4C5C6C7Dつ！ 1）2 E E1E2
アセル
?
｛ 　 一 一 一 一
?
一 一 ㎜ ｝ ｝ 一
?
㎜
? ? ? ?
サメル1 ｛
?
一 一 一 一 一 一
?














? ? ? ? ?
…
サメル3 一 一 一 ｛ 一 一
?






















一 一 一 一 一
? ?









　 　 一 一
?
一 一


















一 一 ｝ 皿 ±．






















B！ B2B3B4B5B6B7C1C2C3C4C5C6C7D D1D2E E2
アセル
?
～ 一 一 一 … 一
?




























… 一 『 一 …
? ?








『 一 　 一
?
一 　





一 ｝ 一 一
?
一 一







一 … ｝ 一
? ? ? ? ? ??
三つの意味領域をもつ多義語サメルの機能が語彙体系に十分に反映されないことになってしまう。
以上のような理由から，サメルは見出し語を分けて扱うほうが問題点が少ないと思われる。
（注）
（1）意味領域の一部は『ことばの意味1　辞書に書いてないこと』（平凡社）を参考にした。
（2）あくまでモデルの仮定にすぎない。構文構造と語彙基底構造の結合の問題は，多くの語彙について
　　実証的な研究を重ねて検討していかなければならない。
（3）ここに示した記号列は，「アセル・サメル」類という極めて限られた語彙について限られた用例か
　　ら帰納した意味特徴の束にすぎない6日本語の語彙全般が記述される段階では記号列そのものや
　　選択制限などが修正される可能性がある。
（4）焦点化は表現論レベルでの重要な表現技法の一つであるが，レトリックのように表現レベルでのみ
　　機能させても説明のつくものではなさそうだ。暫定処置として焦点化は基底構造で規定されるべ
　　き要素であり，状態のく程度〉（とてもゆっくり話す）・評価の〈程度〉（とてもすばらしい）な
　　どと同類の意味特徴とする。したがって，格は名詞格ではなく副詞格ということになる。焦点化
　　については拙著『日本語語彙の研究』（武蔵野書院）の俳句意味論の章で詳述した。
